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  担当部：ラオス事務所 

 

１．案件名 

  ASEAN 統合に向けた開発格差是正を目指したラオス・パイロット・プロジェクト 

  Laos Pilot Program for Narrowing the Development Gap towards ASEAN Integration 

２．協力概要 

（１） プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

 本案件は、JICA と東アジア諸国連合（以下、ASEAN）の連携協力として、後発 ASEAN 加盟国の

ための域内格差の是正のために、特に開発の遅れているラオスをパイロット国として、

JICA-ASEAN-ラオス国政府（後発 ASEAN 加盟国）の三者協力メカニズムを構築し、もって ASEAN

域内の格差是正に貢献することを目的としている。 

三者協力メカニズムの構築とは、ASEAN と JICA が後発 ASEAN 加盟国に対して三者協力を実施

するための体制の構築と、三者協力に基づいてプロジェクトの計画・実施・モニタリング・評価

という事業サイクルを実施するための手続きの標準化を意味し、プロジェクトではこのメカニズ

ムを確立すること、また、こうした取組みを進めていく前提として、ラオス政府が国家開発計画・

戦略との整合性をとりつつ ASEAN 統合に資する施策を効果的に実施していくための能力強化を

支援する。 

これにより、ラオス政府による「ASEAN 統合ロードマップ」に沿った統合への取組みが進捗す

るとともに、LPP の実施を通じで確立される三者協力メカニズムは、ラオスにおける他分野の協

力並びに ASEAN 域内、特に後発 ASEAN であるカンボジア、ミャンマー、ベトナムへの協力の実施

にあたっても適用可能なものとなることを想定している。 

（２） 協力期間 

2010 年 10 月から 5年間 

（３） 協力総額（日本側） 

約 9億円 

（４） 協力相手先機関 

計画・投資省、外務省、農林省、公共事業・交通省、水資源・環境庁、国家観光庁 

（５） 国内協力機関 

特になし 

（６） 裨益対象者及び規模 

[直接裨益者] 

直接受益者：計画・投資省、外務省、農林省、公共事業・交通省、水資源・環境庁、国

家観光庁等の協力対象機関の職員 

 



３．協力の必要性・位置付け 

(1) 現状及び問題点 

ASEAN 加盟 10 カ国は、2008 年 12 月に発効した ASEAN 憲章に基づいて 2015 年までに ASEAN 共

同体を設立するという目標を掲げ、統合に向けた「ASEAN 統合ロードマップ」に沿って取組みを

進めている。しかしながら、開発レベル及び ASEAN 統合に向けた対応状況に関して、新規加盟国

であるカンボジア、ラオス、ミャンマー及びベトナム（CLMV）が立ち遅れており、地域統合促進

のためには域内格差の是正は統合にむけた最大の課題となっている。これに対し、ASEAN 共同体

実現のための取組みとして、「ASEAN 統合イニシアティブ(Initiative for ASEAN Integration: 

IAI)」等の各種の取組みが進められている。ASEAN はこれまで IAI において後発 ASEAN 諸国（カ

ンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）全てに対して、平等に一括して支援を行うという手

法をとってきたが、後発 ASEAN の中でも開発の進捗度合いや社会・文化的な差異があることから、

2006 年に実施された IAI 中間レビューにおいて、このような支援は十分に機能してこなかった

ことが指摘されている。こうした背景から、ASEAN は域内の開発格差是正に向けて、各国のニー

ズを踏まえてテイラーメイドの支援を行うという新たな方針を打ち出しており、同取組みに対し

て、二国間援助の経験と実績を有する JICA に連携協力を求めてきたものである。 

特にラオスは、一人当たり GNI、貧困率（1日 1ドル以下の人口比率）、基礎教育就学率等にお

いて ASEAN 加盟国の中で最低レベルにあるとともに、ASEAN 経済共同体が目指す ASEAN 統一市場

の形成に向けた取組み等においても遅れが目立つなど、先進 ASEAN 諸国との開発格差が大きいこ

とから、後発 ASEAN 加盟国の格差是正のためのパイロット国として同国に支援を行うものであ

る。具体的な活動として、本プロジェクトでは、戦略ビジョンである「Clean, Green and Beautiful 

Laos」というコンセプトの下、観光振興、安全・安心な農産物振興、環境管理の３分野において、

ASEAN 統合ロードマップに沿ったラオス政府の取組みに対する支援を、日・ASEAN 双方のリソー

スを活用して実施する。 

 

(2) 相手国政府国家政策上の位置付け 

 本プロジェクトでは、ラオスが ASEAN 統合の利益を享受しつつさらに発展するために、ASEAN

統合ロードマップとラオスの開発計画との調和化をはかり、「環境と成長の両立」と「開発のた

めの産業多角化」を目指すという戦略的方向性を提示している。この方向性は、貧困削減、開発

と社会と環境のバランスを志向する現在策定中のラオスの第 7 次国家開発計画の方向性と軌を

一にするものであり、同国家計画のドラフト中でも ASEAN 統合に向けた取組みとして本プロジェ

クトが位置づけられている。 

 

(3) 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け 

 我が国政府は、2003 年 12 月、「日本と ASEAN のパートナーシップのための東京宣言」を採択す

るとともに、日・ASEAN 包括的経済連携協定の締結等を通じて、ASEAN との連携強化と ASEAN 共

同体の実現に向けての支援を行ってきた。また、ASEAN 加盟国間の格差の是正を目的とした ASEAN

統合イニシアティブやメコン地域開発等の ASEAN が進めてきた共同体構築を進めるための努力

に対しても協力を行ってきた。 



また、我が国は、2009 年 11 月の日・メコン地域諸国首脳会議・東京宣言において、観光分野

では当局及び観光産業における人材育成を含めた協力に対する取り組みを継続するとしており、

「緑あふれるメコン（グリーン・メコン）に向けた 10 年」イニシアティブで、環境保全や水資

源管理などの環境管理改善への協力や当該分野の人材育成などをコミットしている。本プログラ

ムは、環境・観光等の分野において、これらわが国のメコン地域へのコミットメントを実現する

もので、加えて ASEAN とも協力していくことで、上記東京宣言にもあるさまざまな地域枠組みと

の重層的な協力の促進を具体化することにもつながり、実施の意義は高い。 

４．協力の枠組み 

(1) 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

ASEAN 統合に向けた域内格差是正のためのラオス政府、ASEAN 事務局、JICA による三者協力のメ

カニズムが構築される。 

指標・目標値 

・ ラオスにおいて、本プロジェクトの協力対象分野（観光振興、安全・安心な農産物振興、環

境管理）に対応する ASEAN 統合ロードマップ上の取組み課題が実施される。 

・ ASEAN、JICA、後発 ASEAN 加盟国のための三者協力メカニズムに関する実用的なガイドライ

ンが作成される。    

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標） 

ASEAN における開発格差是正のための取り組みが進展し、域内統合が促進される。 

指標・目標値1 

・ ラオスとアセアン諸国の一人あたり GDP の格差が XX％縮小される。 

・ ラオスとアセアン諸国の貧困率の格差が XX％縮小される。 

 

(2) 成果（アウトプット）と活動 

成果 1：三者協力の下、ラオスにおいて ASEAN 域内格差是正に向けた施策を促進するための体制

が確立する。 

【指標】 

・ 2011 年 3月までに、ラオスにおける三者協力ユニットが設置される。 

・ 実践的な年次活動計画が毎年策定される。 

【活動】 

1-0. 三者協力実施のための三者協力ユニットがラオス政府、ASEAN 事務局、JICA の三者により

設置される。 

1-1. 三者協力により、ASEAN の格差是正に向けた優先課題に対する実践的な計画策定を行う。 

1-2. ASEAN 及び JICA が年次計画に基づいて支援を実施するための資金と人材を適切に準備す

る。 

1-3. 格差是正の取り組みを促進するため、2-1 から 2-3 の活動に関する ASEAN 域内のネットワ

ークを強化する。 

                                                        
1 事後評価のための指標及び目標値については、プロジェクトの中で精査する。 



1-4. 三者協力ユニットは、ASEAN の格差是正に対する支援を実施するドナーと連携・調整を行

う。 

 

成果２：ASEAN 及び日本からの協力リソースを活用した協力プログラムの実施・モニタリング・

評価が適切に行われる。 

【指標】 

A. 安全・安心な農産物振興、環境的に持続可能な都市づくり、ラオス固有の資源を活用した観

光振興に関する活動の投入が XX％計画通り実施される。 

【活動】 

2-1. ASEAN GAP2に沿った安全・安心な農産物振興のための事業を実施する（協力コンポーネン

ト１）。 

2-2. ラオスにおいて「環境的に持続可能な都市」づくりを促進するための事業を実施する（協

力コンポーネント２）。 

2-3. ラオスの自然、文化、歴史にまつわる観光資源を適切かつ持続的に活用した観光振興事業

を実施する（協力コンポーネント３）。 

2-4. 三者協力ユニットは活動計画に対する ASEAN 及び日本からの協力リソースのマッチングと

調整を行う。 

2-5. 三者協力実施ユニットは協力プログラムの進捗を管理・モニタリングする。 

2-6. 三者協力のもと、ラオスにおける ASEAN 域内格差是正のための取り組みに対する評価・提

言を行う。 

 

成果 3：ASEAN 統合に効果的に対応するためのラオス政府の能力が強化される。 

【指標】 

A. 協力対象分野における ASEAN 統合に向けた取組みが、ラオスの開発計画・戦略文書上に反映

される。 

【活動】 

3-1. ラオス政府機関における ASEAN 統合に関する認知と理解を高める。 

3-2. ラオス政府は、ASEAN 統合ロードマップとラオスの国家及びセクター開発計画の整合性を

強化する。 

3-3. ラオスの各省が ASEAN 域内格差是正を目的とした本プロジェクトと関連する施策を適切に

実施する。 

3-4. ラオス計画・投資省は、各省が実施する ASEAN 域内格差是正に資する活動を調整・促進す

る。  

 

 

 

                                                        
2 ASEAN Good Agriculture Practice（ASEAN GAP)では、安全・安心な農業生産を促進するために食品安全、環境管理、

作業員の健康・安全・福利、製品の品質向上という４つのモジュールからなる基準を定めており、域内の商品作物（野菜及

び果物）の取引活性化のため、ASEAN 加盟各国は ASEAN GAP を導入することが奨励されている。 



(3) 投入（インプット） 

① 日本側（総額 9億円） 

・長期専門家 3名（チーフアドバイザー、環境、グリーンエコノミー／業務調整） 

・短期専門家 

・コンサルタント（観光振興、安全・安心な農産物振興、環境管理の各分野） 

・研修員受け入れ 

・機材供与 

② ASEAN 側 

・短期専門家 

・ボランティア派遣 

・研修員受け入れ 

  ③ラオス側 

・カウンターパート 

・プロジェクトオフィスおよび付帯設備 

・運営費の一部負担 

 

(4) 外部要因（満たされるべき外部条件） 

① 前提条件 

・ ASEAN 加盟 10カ国が、本プロジェクトの実施に反対しない。 

② 外部条件（成果からプロジェクト目標へ） 

・ 本プロジェクトが ASEAN において Initiative for ASEAN Integration(IAI)3案件として

登録される 

③ 外部条件（プロジェクト目標から上位目標へ） 

・ ASEAN 諸国に影響を及ぼすような世界的な金融危機がおきない 

・ 世界的な伝染性の疾病が ASEAN 諸国に蔓延しない 

・ ASEAN 諸国にテロを含む深刻な治安問題がおきない 

５．評価 5項目による評価結果 

5－1妥当性 

 ASEAN 共同体の設立に向けては、特に、原加盟国 6ヶ国と新規加盟国 4ヶ国（CLMV 諸国）の

間の域内格差是正への取り組みが最重要課題の一つとなっている。CLMV 諸国の中でも各種

開発指標の低いラオスにおいて三者協力メカニズムのモデルを構築することを目的とする

本プロジェクトは、ASEAN 統合に向けての各種行動計画に責任を持つ ASEAN 事務局が、当初

から主体的かつ積極的に関与しており、ASEAN 共同体の設立に向けた枠組みや域内格差の是

正のためのニーズとの整合性が確保されている。 

 

 

                                                        
3 ASEAN 加盟 10 カ国から本案件が IAI 案件であることが承認され、IAI 案件として登録されることにより、プロジェクトが

ASEAN の事業として明確化される。これにより、ASEAN 事務局及び ASEAN 加盟国からの本プロジェクトに対する資金面・

人材面における協力リソースの提供が促進される。 



 Clean, Green and Beautiful Laos という戦略的ビジョンに基づく本プロジェクトの協力計

画は、貧困削減、開発と社会と環境のバランスを志向する現在策定中のラオスの第 7次国家

開発計画の方向性と軌を一にするものであり、同国家計画のドラフト中でも ASEAN 統合に向

けた取組みとして本プロジェクトが位置づけられている。このことから、本プロジェクトは

ラオスの開発計画と整合性をもっていると言える。 

 我が国政府は、2003 年 12 月、「日本と ASEAN のパートナーシップのための東京宣言」を採

択するとともに、日 ASEAN 包括的経済連携協定の締結等を通じて、ASEAN との連携強化と

ASEAN 共同体の実現に向けての支援を行ってきた。また、ASEAN 加盟国間の格差の是正を目

的としたASEAN統合イニシアティブやメコン地域開発等のASEANが進めてきた共同体構築を

進めるための努力に対しても協力を行ってきた。このことから、本プロジェクトはわが国の

政策とも整合性が確保されている。 

 

5-2 有効性 

以下の理由から、本プロジェクトの有効性は高いと判断される。 

 プロジェクトの成果として、1）三者協力の下での開発格差是正支援のための実施体制の構

築、2）ASEAN と日本の協力リソースを活用した協力プログラムの実施、モニタリング、評

価、3）ASEAN 統合に効果的に対応するためのラオス政府の能力強化、という 3 項目に取組

むこととなっている。プロジェクト目標である三者協力メカニズムの構築とは、ASEAN と

JICA が後発 ASEAN 加盟国に対して①三者協力を実施するための体制の構築と、②三者協力

に基づいてプロジェクトの計画・実施・モニタリング・評価という事業サイクルを実施する

ための手続きの標準化を目指すものであり、成果１）と２）によって、これが達成される。

また、こうした取組みを進めていく前提として、ラオス政府が国家開発計画・戦略との整合

性をとりつつ ASEAN 統合に資する施策を効果的に実施していくための能力強化を支援する

ことにより、プロジェクト目標の達成に必要となる包括的な取組みを行うこととなってい

る。 

 成果 1の実施体制の構築については、ASEAN 事務局、同事務局のカウンターパートであるラ

オス外務省、ラオスの政策策定と各省庁の調整機関である計画・投資省に加え、優先 3セク

ターを管轄する農林省、水資源・環境庁、公共事業・交通省、観光庁等の省庁で構成される

ステアリング・コミッティの下で運営されることから、プロジェクトが円滑に実施されるた

めの実施体制となっている。 

 成果 2 の協力プログラムの実施に関しては、三者協力実施ユニットが、1）関係機関間の調

整、2）ASEAN および日本の協力リソースのネットワーク化とマッチング、3）CLMV 諸国を含

む ASEAN 諸国への広報・普及を含むプロジェクト実施にかかるアウトリーチを担うことか

ら、3分野にわたる活動コンポーネント間の相乗効果も期待される。 

 成果 3のラオス政府の能力強化の点については、計画・投資省が中心となって、優先 3セク

ター以外の政府機関への広報・普及を含む、調整・促進を行う活動が盛り込まれており、優

先 3セクターだけに留まらない ASEAN 統合へ向けた格差是正への対処が期待される。 

 



5-3 効率性 

以下の理由から、本プロジェクトの効率性は高いと判断される。 

 協力対象分野である観光振興、農業、都市環境管理において、わが国は、これまでラオスと

の二国間協力により多くの協力実績を有しており、過去の経験や既存のプロジェクトとの情

報やノウハウの共有により実施面では効率的なプロジェクト運営が期待できる。 

 ASEAN 事務局の主体的で積極的な参画により、開発プロセスを含む適正技術の移転に役立つ

と考えられる ASEAN 諸国の経験の活用が期待される。同様に、ASEAN 諸国での技術交換の機

会や場の提供が期待される。 

 

5-4 インパクト 

本プロジェクトの実施により、以下のインパクトが期待できる。 

 LPP で実施される 3分野の活動が ASEAN 統合ロードマップに記載されている関連活動の達成

に寄与することにより、ASEAN 統合が促進されることが期待される。 

 LPP で構築される開発格差是正のための三者協力メカニズムのモデルが、他の CLMV 諸国支

援へ適用されることが期待される。 

 上位目標として格差是正の具体的指標が掲げられており、LPP で構築される三者協力モデル

が ASEAN 統合に向けた開発格差是正の促進に寄与することが期待される。 

 

5-5 自立発展性 

以下の理由から、本プロジェクトの自立発展性は高いと判断される。 

 LPP の実施に際し、ASEAN 事務局の関与と ASEAN 加盟国の人的および技術面でのリソースが

活用され、それらの協力リソースについてのネットワーク化が図られる。 

 三者協力実施体制（ステアリングコミッティ、実施ユニット）には、ラオス側の政府機関の

開発予算の配分権を持ち組織間の調整を司る計画・投資省が主体的に参加しており、LPP の

経験を踏まえた他分野への応用と展開が期待できる。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

(1) 「ASEAN 政府間人権委員会」（AICHR）が 2009 年 10 月に発足し、「ASEAN 女性と子どもの権

利の促進・保護に関する委員会」（ACWC)が 2010 年 4 月に発足するなど、ASEAN におけるジ

ェンダー主流化に向けての動きが活発化している。このような状況のもと、ASEAN 統合にむ

けた支援を行う本案件においてもジェンダー視点を各活動に盛り込んでいくことが重要で

あり、協力対象３分野でパイロット事業を実施する際には、事業形成段階から女性からの

意見を聴取し女性の参加を積極的に促していく。 

(2) 本案件は、Clean, Green and Beautiful Laos という戦略ビジョン下、環境保全と開発の両

立を目指した施策の実施を支援するものである。安全・安心な農産物の促進、都市環境管

理改善、エコツーリズム等の促進を含む観光振興に係る協力等、プロジェクト活動全体と

して同国の環境の改善に資する協力を目指している。 



 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

   周辺国の協力リソースを活用した地域協力案件である「タイ及び周辺国における家畜疾病

防除計画」の教訓を活かし、本案件では以下の取り組みをプロジェクトの実施方針として取

り込んでいる。 

(1) 他の協力案件や他ドナーによる支援との連携 

例えば、観光分野の活動においては、JICA が実施中の「東西回廊における実践的な観光開

発プロジェクト」や「サバナケット県及びサラワン県における一村一品プロジェクト」の

成果を活用した協力を実施するなど、関連協力案件との連携を強化する方針である。また、

ドイツ技術協力公社（GTZ）やニュージーランド国際開発庁（NZAID）等の関連ドナーが、

ラオスに対して ASEAN 統合関連支援を行う意思を有していることから、これらドナーとの

連携を行うことにより、援助効果を高めていく。 

(2) 組織レベルでのネットワークの強化 

ASEAN 統合に向けた地域的課題を協力対象とすること、また、プロジェクト終了後の自立発

展性を確保するため、ASEAN 加盟国からの専門家派遣やこれらの国での研修・セミナーの実

施を行うと同時に、継続的な情報交換や協力関係が構築されるよう、ASEAN 加盟国内及び

JICA の人的、組織的なネットワーク強化を行う。 

８．今後の評価計画 

2013 年 5月   中間評価調査(予定) 

2015 年 5月   終了時評価調査(予定) 

2018 年（案件終了 3年後） 事後評価 

 

 


